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３月２日（金）１３時３０分より静岡交通ビルにおいて、役員や職場代

表者など２４名が結集する中、「２０１２春闘学習・総決起集会」が開催さ

れました。	 

はじめに、鈴木議長より「春闘行動の経過報告、ダイヤ改正関係、組織

拡大等について」挨拶を受け、全貨協瓜田事務次長から「１２春闘の闘い

及び本部団交の経過、貨物会社を巡る情勢、貨物総決起集会」等の報告及

び提起がされました。続いて加藤事務長から、この間の「ダイヤ改正及び年度末効率化に伴う基

準人員等の見直し」における交渉経過について報告を受けるとともに、ダイヤ改正以降の見直し

要求及び職場環境改善要求の集約に向けての要請がされました。	 

学習会は東海本部上野書記長を講師に、来年度から社会保険料が値上げ

されることから、『社会保険料って何？‐ＪＲ健保値上げと１２春闘‐』

と題し、「社会保険料とは何？」から始まり「私たちが支払う保険料」「会

社が支払う保険料」「社会保険料はどのくらい支払うのか」「ＪＲ健保の保

険料値上げ問題」などを学習し、今後、社会保険料・ガソリン・電気料金

値上げ・消費税増税など様々な負担増が予想される中、今春闘で「ベース

アップ」が如何に必要であるか、また労働者の生活を守るためにも企業が溜め込んでいる内部留

保を吐き出させることが重要であり、更には内需拡大を行わなければ、インフラ産業である貨物

会社の発展がないことなど再認識する学習会となりました。	 

学習会終了後は場所を変え、２月に国労へ加入された静岡総鉄の西川哲

英さんの歓迎会が行われ、職場の問題や運動に対する議論が白熱する中、

西川さんの国労加入に至った経緯及びこれからの決意が表明され、労働条

件改善と更なる組織拡大に向け奮闘する決意を誓い合いました。	 

厳しい情勢の中での春闘ですが、当日の寄せ書きをはじめ本社・支社へ

のＦＡＸ行動、現場長申し入れ、全貨協ビラの活用による対話運動等、「ベ

ア満額獲得」に向け奮闘しましょう。	 
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＜３．９貨物総行動＞	 

◇日	 	 時	 	 	 ２０１２年３月９日（金）１１時～	 

◇場	 	 所	 	 	 明治公園（千駄ヶ谷駅下車）	 

◇動員規模	 	 	 静岡貨物協議会６名、名古屋貨物協議会４名	 

◇内	 	 容	 	 	 １２春闘総決起集会	 	 	 	 １１時００分～１１時３０分	 

デモ行進	 	 	 	 	 	 	 	 	 １１時４５分～	 

１２春闘政策学習会	 	 	 	 １４時００分～（全水道会館）	 


